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Ｏ　目的及び必要性

１．１　導入

　米海兵隊太平洋基地は、２個ＭＶ－２２中隊を普天間飛行場に配備し、ＭＶ

－２２を在日米軍施設・区域において運用することによる環境への潜在的影響

を評価するためにこの環境レビューを作成した。ＭＶ－２２は、現在沖縄の普

天間飛行場に配備されている同数の老朽化したＣＨ－４６Ｅを換装するもので

ある。米海兵隊は、ＭＶ－２２の沖縄への初期展開を２０１２年度末までに開

始することを予期しているものの、その具体的期日に関する最終決定はなされ

ていない。

　ＭＶ－２２乗員に対する訓練の主な内容は、沖縄における在日米軍施設・区

域内の既存の戦術着陸帯における制限地着陸である。これらの着陸帯はすでに

ＣＨ－４６Ｅ中隊により使用されている。航空機は普天間飛行場に配備される

ものの、中隊の一部（ＭＶ－２２×２～６機）は毎月２、３日の間、日本本土

のキャンプ富士諸職種共同訓練センター（キャンプ富士）及び岩国飛行場に展

開する。このような短期展開の関、ＭＶ－２２中隊は日本本土における定めら

れた部|練区域及び空域において訓練運用を実施する。時として、日本防衛、訓

練演習、または人道支援/災害救援支援のため、より長期の展開となることもあ

る。本環境レビューは、ＭＶ－２２の普天開飛行場、キャンプ富士、岩国飛行

場、嘉手納飛行場の一部、及び沖縄の訓練区域内の着陸帯における配備及び運

用によって生起する重要な環境問題を特定するものである。

　ＭＶ－２２は中型航空輸送能力を提供し、ヘリコプターのような垂直離着陸

能力と固定翼航空機のような水平飛行能力を有する革新的なティルトローター

を有している。垂直飛行（例：垂直離着陸（ＶＴＯＬ）モード）においては､･

ＭＶ－２２はヘリコプターの上昇能力と機動性を提供する。固定翼状態（例：

固定翼モード）においては、ＭＶ－２２は中型ヘリコプターより高速に、より

遠距離へ、より効果的に飛行する。同機の第一の目的は海兵隊員を戦闘に輸送

することであり、第二の役割は補給物資の｀輸送である。ＣＨ－４６ＥをＭＶ－

２２に換装することにより、米海兵隊の航空部隊、及び訓練・実戦のあらゆる

要素における運用能力が近代化される。同機の能力は第３海兵機動展開部隊の

日本防衛支援、人道支援・災害対処、及びその他の同盟における役割を果たす

ための能力を大いに強化する。
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Figure 1-1，Location of ProposedA(tion:

　　　Okinawa and MainlandJapan
Ｔ「

　ＭＶ－２２は優秀な運用上の安全記録を誇る高性能航空機である。本環境レ

ビューは、訓練及び飛行任務に関する現在入手可能な最新の情報を元に作成さ

れた。しかしながら、ＭＶ－２２プログラムが導入から長い期間を経ていない

ことや厳しい環境下での展開による同機の能力に対するより高まった理解が、

任務や訓練における発展的な変更につながる可能性がある。ＭＶ－２２プログ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　___＿
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ラムが進化するに従い、海軍省はその実施を注視し、潜在的な環境上の影響（が

ある場合に、それら）を特定・軽減し、結果を新たな情報に基づいて評価し、

適切に、更なる環境文書を作成する。

本環境レビューは、大統領命令１ ２１１４号ｖ連薦ａ府fこよる主要な行勣によ

る濠がでのj鄙碓へのー厭」、国防省指令第６０５０．８号Ｖ国防省による主要な

行動に｡なる蒲がでの屑留への影響1、及び合衆国とその領地以外における計画の

環境関連手続きを定める海兵隊指示Ｐ５０９０．２ＡＶ擢垣に腿する法令遵守

汲び深度7-=｡=zアル改ま7剪２屋ｊ（２００９年５月）に従い行われたものであ

る。このレビューはまた、２０１０年版日本環境管理基準（ＪＥＧＳ）にも沿

ったものである。

１

１

２　航空機の概要

２．１　ＣＨ－４６Ｅシー・ナイト

１９８０年に初めて配備されたボ

一イングＣＨ－４６Ｅシー・ナイトは、

中型タンデム・ローター輸送ヘリコプ

ターで、あらゆる気象状況において昼

夜を問わず、米海兵隊の戦闘員の強襲

輸送及び補給物資及び装備の輸送に

使用されている。強襲輸送はその主要

な機能であり、補給物資及び装備品の

輸送はそれに次ぐものである。更なる

任務として､戦闘支援､捜索救難活動、

前方給油及び弾薬補給ポイント支援、

負傷者避難、航空機及び要員の戦術回収などが含まれる。同機はまた、人道任

務及び災害救難支援も行う。ＣＨ－４６Ｅは、出力１、８７０馬力の改良型Ｔ

Ｇ５８－ＧＥターボシャフト・エンジン２基を動力とし、それぞれ反対方向へ

回転する縦方向に配置された２つのローターを有している。各エンジンは、緊

急時にどちらか一方のみで両方のローターを駆動できるようになっている。各

ローターは３枚のグラス・ファイバー製ブレードからなっており、艦艇での運

用のために折りたたむことができる。１９９０年代中頃から、安全性、技術的

及び電気系統の改良のため、構成部品の改良が行われている。ＣＨ－４６Ｅに

はカーゴ・ベイと後部搭載ランプを有しており、後者はパラシューﾄ投下用拡

張力－ゴのために取り外し、または飛行中に開放しておくことが可能。前部キ

ャピンにはウィンチが内蔵されており、パレット上の外部カーゴをランプもし
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くはローラーを用いて機内に引き上げることができる。外部カーゴ輸送のため、

腹部にカーゴ・フックを取り付けることができる。シー・ナイトには５人の搭

乗員と２４人の海兵隊戦闘員を収容可能である。また、災害対処の際には、救

急輸送担架を運ぶための装備一式を取り付けることができる。同機の諸元は、

胴体長４５フィート８インチ、幅７フィート３インチ、高さ１６フィート８．

０．５インチ、ローター直径５１フィートである。搭戴物なしの状態での機体

重量は１５、５３７ポンド、装甲、銃器、弾薬搭載時は１７、３９６ポンドで

ある。武装は、２基の０．５インチロ径機関銃、ＭＤ２４０Ｄ７．６２闘機関

銃等である。同機の最大離陸重量は２ ４、３００ポンド。濁空時間は約２時間

で、外部燃料タンクにより３時間まで滞空可能。ＣＨ－４６Ｅの戦闘範囲は、

乗員１２名、巡航速度１ ２０ノットでの戦闘任務において７５海里となる。

１．２．２　ＭＶ－２２オスプレイ

　ＭＶ－２２オスプレイは、２基のエンジンを搭載した複座のティルトロータ

一垂直／短距離離着陸機で、世界中における戦闘、戦闘支援、戦闘役務支援、

特殊作戦、人道／災害救援任務を目的としている。ＭＶ－２２は、これまでに

製造されたあらゆる回転翼

機の中で最も厳重な安全性、

信頼性､即応性及び性能要求

に応じて設計されている。１

９９７年に初期作戦能力を

取得し、ノースカロライナ州

の海兵隊ニューリバー飛行

場に海兵隊の最初のＭＶ－

２２即応戦闘部隊として配

備された。ヘリコプターの機

動性と上昇能力を与えるテ

ィルトローター技術を持つＭＶ－２２は、ターボプロップ機のように飛行可能

であり、これによりＣＨ－４６Ｅと比較して約２倍の速度で飛行し、３倍近く

の積載量を持ち、約４倍の戦闘半径を有している。ＭＶ－２２は、世界初の完

全ブレード折りたたみ・収納システムにより艦船上で容易に収納でき、艦船に

よる運用（艦船での離着陸）が可能である。また、厳しい環境の展開先からの

運用が可能であり、配備先は事実上無制限である。ＭＶ－２２の速度及び航続

距離の利点は、信頼性の高い戦闘部隊を艦船から直接任務目標へ迅速に展開す

ることにより、潜在的な緊急事態への対処能力を提供する。ＭＶ－２２は２４

名の海兵隊戦闘員または２ ０、０００ポンドの積荷を、最大速力２６０ノット
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以上で輸送することができる。同機の戦闘範囲は３２５海里で、最大離陸重量

は垂直離着陸モードで５ ２、６００ポンド、短距離離着陸モードで５ ７、５０

０ポンド。同機の他の諸元は、全長５７フィート４インチ、翼幅４５フィート

１０インチ、ローターを含めた全幅８４フィート７インチ、全高２２フィート

１インチ。２基のロールスロイス・アリソンＴ４０６／ＡＥ１１０７Ｃリバテ

ィー・ターボシャフトエンジンの出力はそれぞれ６、１５０馬力である。ＭＶ

－２２の搭載装備には、７．６２１ｍＧＡＵ－１７小銃、７．６２ｓＭ２４０Ｄ

機関銃、ランプ積載型０．５インチロ径機関銃が含まれる。

１．３　提案されている行動の目的及び必要性

　提案されている行動の目的は、日米同盟支援のため運用されている普天間飛

行場の全てのＣＨ－４６Ｅを２個ＭＶ－２２中隊に換装することにより、米海

兵隊航空計画を実施することである。 ２０１１年度に示された米海兵隊航空計

画は、２０２５年までに米海兵隊の航空部隊は、「考えられうる最も過酷な状況

下でも交戦能力を有し、不確実な将来の戦闘作戦への即応性を有した迅速で決

定的な遠征部隊」となるとしている。この航空計画を支援するため、米海兵隊

は保有航空機を増加させ、太平洋における部隊を再編成することを提案してい

る。提案されている沖縄へのＭＶ－２２中隊の配備は、これらの全般目標を達

成するための一歩となる。

　普天間飛行場への配備を提案されている（それぞれ１２機からなる）２個Ｍ

Ｖ－２２中隊は、日米同盟、海兵隊戦闘部隊の訓練及びこの地域における人道

任務支援のため在日米軍施設・区域において運用される。ＭＶ－２２は、米海

兵隊航空計画の一部として、第３海兵機動展開部隊の中型輸送能力を改良かつ

近代化するものである。米海兵隊の自己完結した空地戦闘部隊として、第３海

兵機動展開部隊は統合チームとして戦闘し、緊急事態または人道的任務にすぐ

さま対処する任務を有している。更に、米海兵隊は、多岐にわたる任務におけ

る展開の増加を受け、効率的かつ効果的に戦闘能力及び任務即応性を維持する

方法を模索しており、提案されている行動は、ＭＶ－２２中隊が必要な即応及

び訓練運用を実施するため、既存の飛行場、訓練区域、着陸帯及び空域にアク

セスできるためのものでもある。要するに、米海兵隊は改良されより効果的な

航空機を用いて戦うことにより、訓練を継続することができるのである。加え

て、提案されている配備計画は、可能な限り既存施設を活用し、移行に際して

戦闘能力や任務即応性への影響を防止しつつ、第３海兵機動展開部隊の任務を

支援するものである。

　必要性に関しては、提案されているＭＶ－２２の日本配備は、米海兵隊全体

で取り組んでいる、老朽化した中型輸送ヘリをより最新かつ運用能力の高い航
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空機へと換装するプロセスの一部となる。その必要性の大部分は、米海兵隊航

空計画における現在及び将来の兵力構成を満たすことにあり、ＭＶ－２２中隊

は、現在日本で配備・運用されている既存能力がより低い１９８０年代の中型

輸送ヘリであるＣＨ－４６Ｅを換装するものである。非対称戦に関する現在及

び将来の動向は、速度が低くより低高度を飛行するＣＨ－４６Ｅを攻撃に対し

て脆弱なものとする。ＭＶ－２２は回転翼機にはない能力革新（速度、積荷量、

および航続距離の躍進）を導入し、回転翼機の機動力と輸送能力、固定翼モー

ドではＣＨ－４６Ｅと比べて２倍の速度、４倍の航続距離、戦闘または人道任

務のため３倍の積荷量を提供するティルトローター技術を用いている。ＣＨ－

４６ＥからＭＶ－２２への換装は米海兵隊の中型輸送航空機を近代化し、第３

海兵機動展開部隊の運用能力を改善し、予期される戦闘状況における脆弱性を

制限し、戦闘及び任務即応性を維持するものである。
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２．０　提案されている行動と現状

２．１　･導入

　米海兵隊は、急速に耐用年数の終了に近づいている旧式機ＣＨ－４６Ｅヘリ

コプターの代替機として第３海兵機動展開部隊に中型輸送能力を提供するため、

ＭＶ－２２の日本における配備及び運用を提案している。２０１２年に開始予

定の提案されている行動は、以下の主要項目からなる。

●普天

一

一

一

一

絹飛行 へのＭＶ－２２

現在普天間飛行場に配備されている２個ＣＨ－４６Ｅヘリコプター中

隊（２４機）を換装するため、２個ＭＶ－２２中隊（２４機）を配備

既存のＣＨ－４６Ｅを退役、武装解除、解体させ、キャンプ・キンザー

で再利用するための加工を実施

既存飛行場でのＭＶ－２２飛行運用の実施

普天間飛行場内の拡張コンクリートパッド上へのＭＶ－２２シミュレ

ータ２基の設置

ＭＶ－２２の運用、整備、支援のため、普天間飛行場に配属されている

約４００人の配属替え（総人員数は変わらず）

●　訓練及び即応運用
一

一

一

沖縄における訓練区域及び５０ヵ所の戦術着陸帯での訓練及び即応運

用を実施

現在ＣＨ－４６Ｅが嘉手納基地において使用しているのと同じ場所で

の小火器弾薬搭載

北部訓練場において既存の着陸帯を代替するため日本政府が建設中の

６つの着陸帯を完成後に使用

日本本土のキャンプ富士諸職種共同訓練センター及び岩国飛行場への

ＭＶ－２２分遣隊（２～６機）による短期展開（２，３日間）の実施

日本本土上の既存の航法経路での訓練

　以下の章においては、提案された行動のこれらの要素について詳述し、比較

のため現状について説明する。その現状には､普天間飛行場に配備されており。

ＭＶ－２２での使用が提案されている既存の訓練区域及び空域において任務を

行っているＣＨ－４６Ｅに係る状況を反映されている。

２．２　提案されている行動

　提案されている行動においては、複数の基地及び訓練施設が異なった目的及

び機能のために使用される（図１－１参照）。ＭＶ－２２中隊の配備に係る運用
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構想で規定されるとおり、普天間飛行場が、大部分の運用の起点、要員の居住、

そして基本的整備の場となる。普天間飛行場から離陸するＭＶ－２２は、指定

の訓練区域、着陸帯及び嘉手納飛行場を含む、沖縄における既存の施設及び空

域において定期的に訓練任務を実施する。訓練区域は北部訓練場、中部訓練場

及び伊江島訓練施設からなり、全てキャンプ・バトラー海兵隊基地の一部をな

すものである。米海兵隊は、これらの訓練場において、ＭＶ－２２中隊による

既存の５０ヵ所の戦術着陸帯で制限地着陸の実施を提案している。これらの着

陸帯が２０％「頻繁」に使用され、２４％が「平均的」、残り５９％が「まれに」

使用される。伊江島訓練施設においては、ＭＶ－２２中隊も空母艦載機着陸訓

練（ＦＣＬＰ）を行う。沖縄の米軍施設の整備された場所にある１９ヵ所の管

理着陸帯は、戦術訓練ではなく、輸送のための最小限の使用となる。嘉手納飛

行場は、現在ＣＨ－４６Ｅの乗員により実施されている弾薬搭載のみのために

使用される。

　現在進行中の日本政府への土地返還のプロセスの一部として、日本政府は北

部訓練場に新たに６つの着陸帯を建設中である。返還された土地に所在する３

つの着陸帯は新たに建設されるものに代替される。これらの着陸帯の建設は、

提案されている行動に含まれていないが、完成後はＭＶ－２２によって使用さ

れ得る。

　平常時における追加的訓練として、日本本土の岩国飛行場及びキャンプ富士

諸職種共同訓練センター（キャンプ富士）へ、平均月２、３日ＭＶ－２２分遣

隊（２～６機）を派遣。時として２週間程度の展開もあり得る。日本国内の他

の米軍基地も時としてＭＶ－２２により使用され得る。これらの展開の一部と

して、ＭＶ－２２は主に日本本土上の６本の既存航法経路を使用して飛行訓練

を実施する。これら全ての訓練活動が組み合わさり、日本に配備される米海兵

隊ＭＶ－２２中隊の戦闘即応性を確保するものである。

　ＭＶ－２２によって換装されるＣＨ－４６Ｅは、既に沖縄における普天間飛

行場以外の施設、訓練区域、着陸帯で運用している。距離が遠いため、ＣＨ－

４６Ｅは、日本本土で定期的な運用はしていない。ＭＶ－２２の固定翼モード

で飛行する能力は、ＣＨ－４６Ｅよりも短時間でより遠距離をカバーすること

を可能にする。

２．２．１　普天間飛行場への配備

　米海兵隊は、普天間飛行場に配備されているＣＨ－４６Ｅを撤去し、ＭＶ－

２２を配備することを提案している。１９４５年に建設された普天間飛行場は、

沖縄南部の那覇市の北東約６マイルの宜野湾市の中央に位置し、面積は１、１

８８エーカー（図２－１）。普天間飛行場は、９、００２フィートの長さの北東
　　一一
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一南西方向の滑走路と平行な誘導路を有し、ほとんどの固定異種及び回転翼種

が使用可能である。第３６海兵航空群（ＭＡＧ）の本拠地として、極東におけ

る航空機の展開に不可欠な施設である。普天間飛行場は、格納庫、整備施設、

住宅、燃料貯蔵、管制塔、その他の任務に必要なサービスを提供する。仮に、

航空機が他の施設に配備される必要が生じた場合、その前に適切な環境分析が

行われる。
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２．２．１．１　航空機の配備と撤去

ＭＶ－２２飛行中隊の配備

　提案されている行動においては、米海兵隊は２４機のＣＨ－４６Ｅを１機ず

つＭＶ－２２ティルトローター機に換装することとなっている（表２－１）。米

海兵隊は、ＭＶ－２２の沖縄への初期展開を２０１２年度末までに開始するこ

とを予期しているものの、その具体的期日に開する最終決定はなされていない。

最終的な機数が提案されている行動から変化することはないものの、その換装

プロセスにおいて、導入されるＭＶ－２２と退役するＣＨ－４６Ｅには短期間

かつ小規模の重複時期が生起し得る。普天間飛行場の他の配備機には、海兵隊

の回転翼機（ＣＨ－５３Ｅ、ＡＨ－ＩＷ、ＵＨ－ＩＮ）と輸送機（ＵＣ－１２

Ｗ、ＵＣ－３５Ｄ、ＫＣ－１３０）が含まれる。

Table2-1.Proposed（h8ngesto Aifcra剱|「wentorY･

Currentlnvefltolv proposedActianlnventory

Ｂａｓｅｄ

Airtnホ
Ｑぱantity Dtxriptk)n

釦S㎡

Airuuft
qgaaljty Desaipti･n

ＣＨ４石Ｅ 24
Sei Knight Mtdiumｾﾞft

Hをkoptef
MV-22 24

OsPreyMedium4jftMutti-

missionTiltrotolAircrift

CH-53E ５
Sup●f St･|lkxlHeavV-Lift

Helcoptefs
ai-53E ５

恥efStall㎞HeivY禰

ReSa)ptefi

AH-1Ws ５
SuperCot}fa Ught4ttick

Hekoptefs
AH･1W ５

SuperQbri Ught4幽

ＨｅｋＤｐｔｅｌ３

UH-INs ４
kQquois{HueY)Uti1時

Helkこoptefi
UH･1N ４

咄咄(Ｈ祠幽￥

Hekoptefs

ＵＣ４２Ｗ １

KingAjr350 Cirgo/VIP

Transport(smalltain

turbopropl

UC-12W １

Kingjjr350 Cargo/VIP

Tran5port{smaSltwil

turb々pfopl

UC,35D ３
Encore V P Transports

{smadm･n･etl
UC-350 ３

EncorevlPTransports

lsmall twln iet｝

ﾄ､(430』 15 HerculesCarao Transport KC-UOJ 15 HeiculesCargoTranspollj

Total 57 Total 57

ＣＨ－４６Ｅの撤去

訓練され、資格を有した海兵隊員が、国防雀マニュアル訥４ １６０．２８－

Ｍ－Ｖ１号（２０１１年６月７日）及び他の適用するガイダンスに従って、退

役したＣＨ－４６Ｅヘリコプターを退役、解体及び／又は武装解除する。ヘリ

コプターの退役プロセスには、全ての燃料、オイル、潤滑剤、危険物、その他

注意を要する部品や装置を、リサイクル処理を行う前に撤去することが含まれ

る。ＣＨ－４６Ｅは、国防後方支援庁処分部の人員により、キャンプ・キンザ

ーにおいて武装解除される。

　複数のＣＨ－４６Ｅは２０１１年の東日本大震災、津波及び原子力災害後の

トモダチ作戦において支援を提供した。トモダチ作戦完了に際して、全ての米

海兵隊及び国防省の基準（マコーネル、２０１１年）に従い、全ての機体、人

ＭＶ－２２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュー

２０１２年４月



員、装置に対する放射線検査及び除染が行われた。ＣＨ－４６Ｅは、普天間飛

行場からキャンプ・キンザーに武装解除プロセスのため輸送される前に、技術

指令「提案されたＨ－４６機体告示第４ １５、ＴＤコード７４、Ｈ４６航空機

の放射能汚染検査」に従い分解、検査、スキャンされるが、同検査により武装

解除、分解、再利用のためのスクラップ処理に対し安全性が確認された場合の

み、米海軍海洋システムコマンド及び米海軍航空システムコマンドの放射線管

理下から解放される。

　普天間飛行場における放射線管理から解放された後、同機は武装解除プロセ

スのためキャンプ・キンザーヘ輸送される。退役、分解及び／又は武装解除完

了後、米海兵隊が同機体の資材を再利用及び売却のため沖縄のキャンプ・キン

ザーに所在する国防後方支援庁に提供する。この一般的なプロセスは、既存の

安全及び環境上の手順に従い、環境上の危険を生じさせることはなく、本環境

レビューによる更なる評価を必要としない。

外来機

　外来機（基地に常駐しない）外来機も普天間飛行場を離農陸に使用する。こ

れらは、ＦＡ－１８Ｃ／Ｄ多目的戦闘機、Ｐ－３オライオン哨戒機、様々な輸

送機や空中給油機（ＫＣ－１３５、Ｃ－５等）及び軍用ヘリコプターを含む。

一般のヘリコプターやまれに商用輸送機も一時的に使用することがある。これ

らの外来機のいずれも、短期間の滞在であるため、主だった駐機場、ランプス

ペースや施設を必要とはしない。

２．２．１．２　要員

　普天間飛行場へのＭＶ－２２の配備は、人員数を変更することなく任務能力

を拡大する。 ＣＨ－４６ＥのＭＶ－２２への換装の完了に伴い、ＭＶ－２２の

２個中隊に係る要員は合計約４００名になる（現在のＣＨ－４６Ｅ部隊と同数）。

要員には、ＭＶ－２２の乗員、整備及び地上運用スタッフ、管理及び支援機能

を含む。ＭＶ－２２とともに到着するパイロットと乗員は、当該機の運用及び

整備能力を有し、十分に訓練を受け経験を積んだ人員となる。

２．２．１．３　施設

　ＭＶ－２２中隊は、普天間飛行場の既存の施設及びインフラを使用する。現

在、航空機格納庫の改良等のプロジェクトが存在するが、これらはＭＶ－２２

の運用に必要となるものではなく、従前からの所要に応ずるために計画された

ものである。これらのプロジェクトの一部はＭＶ－２２にとって有益なもので

あり、これらのプロジェクトヘの承認が下り次第、適宜､環境分析が行われる。
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　提案されている行動には、２つのコンテナ型シミュレータ施設を既存のコン

クリートパッドの延長上に設置することが含まれる（図２－２）。草地がパッド

に接続する形でコンクリーﾄ及び設備で覆われるが、新たに敷地を占有する部

分は小規模（５、５００平方フィート）である。基地の不浸透地表面は０．１

３エーカー増加する。本プロジェクトの一部として、同施設には台風の際の固

定ロッド及びシミュレータ用電力が含まれる。自己完結型ユニットである同シ

ミュレータは、必要不可欠な訓練を支援し、実際の飛行回数の減少に資するも

のである。
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Figure2.2.Emplacenlent of MV.22 containerized Simulators

前述の通り、普天間飛行場はインフラ及び施設への追加、改良及び整備が常時

必要なダイナミックな施設である。現在実施中又は実施予定の他の様々な建設、

改良、修理プロジェクトについても、ＭＶ－２２中隊はそれを使用したり、恩

恵を被ることになる。しかしながら、こうしたプロジェクトはいずれも直接的

にＭＶ－２２の配備を根拠とするものではない。むしろ、それらは同飛行場の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
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既存の航空機、運用、機能に係るものである。こうした理由から、これらの補

助的な施設及びインフラのプロジェクトは本環境レビューにおいて更なる評価

の対象とはならない。

２．２．１．４　飛行場運用

　戦闘即応能力に必要な訓練を提供するため、ＭＶ－２２は普天間飛行場の空

域で運用される。訓練及び即応計画に関する現有の情報に基づき、米海兵隊は、

提案される運用の特性、頻度、及び位置に関するデータを積算した。これらの

データはＭＶ－２２の能力、任務及び現在他の場所で行われている運用を裏付

けるものである。

　訓練活動中、ＭＶ－２２は、固定翼と回転翼の両方の能力を最大限にするた

めに異なる飛行モードで運用される（図２－３）。これらのモードの運用には、

ホバリング及び着陸（垂直離着陸モード）、垂直飛行､水平飛行（固定翼モード）

及び別形態への移行（転換モード）が含まれる。これら全ての飛行活動は、Ｍ

Ｖ－２２に係る海軍航空訓練及び運用手順の基準（海軍省、２００９年）によ

り規定されている。ヘリコプターのような運用（転換又は垂直離着陸モード等）

においては、同機の速力、パターン及び活動は、同機が代替するＣＨ－４６Ｅ

と類似のものである。固定翼のような運用（固定翼モード等）においては、Ｍ

Ｖ－２２の乗員は中型ターボプロップ機により近い速度とパターンを用いる。

飛行場付近での同機の運用は、他の固定翼機の運用にうまく溶け込むものとな

る。

　典型的には、海兵隊パイロットはＭＶ－２２を固定翼モードで飛行する。垂

直離着陸モードは飛行時間全体の５％（又はそれ未満）である。このモードは

離着陸のときのみであり、改良された速力及び航続距離の利点を活用するべく

迅速に航空機モードに移行する。ホバリングは一部の離着陸に際して行われ、

一般的に数秒しか持続しない。

　この環境レビューでは、飛行活動の異なる要素を描写するため、「ソーティ」

及び「運用」という用語を用いる。各用語には明確な意味があり、特定の訓練

運用のために用いられる。これらの用語はまた、分析目的のため諸活動を数え

る単位としても用いられる。「ソーティ」は、飛行任務を含む、単機の離陸から

着陸までの飛行から構成される。本環境レビューでは、「ソーティ」はある基地

からの飛行回数を概算する際に一般的に用いられる。「１ソーティ」には一つ以

上の「運用」が含まれることがあり得る。「運用」は、飛行場、着陸帯及び空域

での活動に適用される。飛行場では、「運用」は、着陸、離陸といった単一の航

空機の動きで構成され、低空アプローチや他の運用も含まれる。着陸帯では、

一回の着陸や離陸はそれぞれ一回の「運用」となる。地形飛行（ＴＥＲＦ）や

ＭＶ一２２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュー
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航法経路においては、単一の航空機のそれぞれのフライトが一回の「運用」を

構成する。一回の「ソーティ」の間に、基地からの離陸、着陸帯までの地形飛

行経路の使用、複数の着陸帯における離着陸、基地への帰還着陸など多くの「運

用」を含み得る。
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飛行場での運用のタイプ

　飛行場（又はヘリ搭載揚陸艦「ＬＨＡ」上）では、ＭＶ－２２は、風速／風

向、機重、地上からの高度及び他の要素に応じて、垂直または２００フィート

以下の短距離離陸を行う。離陸に際して、同機は迅速に上昇し、転換モードを

経てプロペラを水平方向へ傾ける。この形態になれば、同機は、平均的な１ソ

ーティの約９５％以上を航空機モードで通常のターボプロップ機のように飛行

　　　一一ｚ　　　　　　　　　　　ＭＶ－２２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュー
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する（図２－３参照）。到着時は、この逆のプロセスで、水平から垂直飛行又は

着陸態勢への移行が行われる。 ＣＨ－４６Ｅとは異なり、ＭＶ－２２は回転翼

機及び固定翼機双方の場周経路を飛行する。米海兵隊は、普天間飛行場におい

ては、８０％は北東（滑走路０６）に離着陸（図２－１）すると想定しており、

他の全般的な飛行場の使用パターンも現状とほぼ同様（ワイル社、２０１２年）

である｡離着陸には普天間飛行場の既存のヘリパッド（１～３）（図２－１参照）

も、滑走路とともに用いられる。ホバリングは、必要な場合、離着陸の際、飛

行場の限られた場所で短時間行われる。ＭＶ－２２はまた、タッチ・アンド・

ゴー及び地上管制アプローチを、飛行場内及び飛行場周辺で行うとともに、飛

行場内及び近隣の施設内の着陸帯を使用する。固定翼モードを除き、既存のＣ

Ｈ－４６Ｅも同様の方法で運用されている。ＭＶ－２２が実施する飛行場での

運用のタイプは、３つの主要なカテゴリー、離陸、着陸、クローズドパターン

に分けられる。これらの運用についての更なる説明は付録Ａに記載されている。

飛行場での運用回数

現在の運用

　表２－２は、普天間飛行場における現状での全ての航空機の年間運用回数を

まとめたものである。これらのデータが示すとおり、ＣＨ－４６Ｅの使用回数

が最も多く、配備機の年間運用回数の５０％（１８、５５５回中９、２９２回）、

総合計（２ ３、３６６回）の４０％を占める。配備されているＫＣ－１３０Ｊ

は１１％、次いで機数の多いＵＣ－３５輸送機とＡＨ－ＩＷヘリコプターはそ

れぞれ約７％、ＦＡ－１８Ｃ／Ｄは４％を占め、一時的使用航空機は約２１％

を占めている。

　現実的な訓練として、時としてパイロットは、夜間の状況により生じる特殊

な困難さに対処するため、日没後の飛行が求められる。日没後の飛行は、現地

環境での夕刻または夜間に行われ得る。沖縄における日中は０７００～１ ９０

０、夕刻は１９００～２２００、夜間は２２００～０７００と規定される。夕

刻及び夜間は、騒音評価に用いられる環境基準である。騒音のモデル化過程に

おいて、これらの時間帯に発生する騒音には加算が課せられる。夕刻の運用の

騒音レベルには５ｄＢの加算が、夜間の運用については１０ｄＢの加算が課せ

られる。これらの加算は地域に与える不快感やこうした時間帯における騒音に

対する敏感さを考慮したものである。夕刻及び夜間の飛行が最も多いのはＣＨ

－４６Ｅである。現状では、配備されているＣＨ－４６Ｅの夕刻の飛行は全運

用回数の１３％、夜間運用は０．３％を占める。

提案されている行動

ＭＶ－２２の沖縄配嶺及び日本での運用に関する環境レビュ・
㎜



　提案されている行動（表２－３）においては、ＭＶ－２２の配備とＣＨ－４

６Ｅの換装により、年間飛行場運用回数が１１％減少する（２、５８６回）。Ｃ

Ｈ－４６Ｅ退役後、ＭＶ－２２の運用回数は全活動の３２％となる。ＭＶ－２

２の運用回数はＣＨ－４６Ｅより約２、６００回少ない。これは、訓練及び即

応運用の違い、クローズドパターンの飛行所要の減少及びシミュレータの利用

によるものである。ＭＶ－２２シミュレータは、その洗練された性能及び再現

性により、訓練における広範な使用が可能となり、飛行時間の減少と安全性の

強化が両立される。

　ＭＶ－２２によるＣＨ－４６Ｅ換装は、基地及び周辺におけるローワーク及

びパターンを約５、１ ００回から１、６００回に減少する。飛行場内でのタッ

チ・アンド・ゴーの間、必要な場合、非常に短時間のホバリングが行われ得る。

飛行場内のホバリング時間は全活動の１％に満たない。他の配備された、又は

一時使用の航空機の年間運用回数については、現状との比較において変化はな

い。ＭＶ－２２は、夕刻の運用は１、０６７回減少するが、夜間は２０４回増

加する。しかしながら、夕刻及び夜間の騒音評価は１５％減少する。’

２．２．２　訓練及び即応運用

　ＣＨ－４６Ｅ及びＭＶ－２２の訓練及び即応運用は、主要任務（遠征地にお

ける海上または陸上拠点からの運用、強襲支援及び航空退避）を遂行する戦闘

能力が高く即応状態にある飛行中隊を海兵隊指揮官に提供することに焦点があ

てられている。

一一一’ →－ ＭＶ･２２ｓ Ｍａｋｉｎｇ

・　　　　　　　　　　　ＭＶ－２２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュー

　　　　　　　　　　　　２０１２年４月
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　表２－４は、戦闘任務に対処可能な態勢を確実にするため、ＣＨ－４６Ｅ及び

ＭＶ－２２の乗員に要求される訓練活動を要約したものである。ＣＨ－４６Ｅ

に関しては、これらの訓練活動は訓練区域、着陸帯、地形飛行経路及び警戒区

域として指定された特別空域（ＳＵＡ）において実施される。ＭＶ－２２に関

しても、ＣＨ－４６Ｅの訓練活動とほとんど同じ内容が行われ、いくつかは同

じ訓練活動場所（訓練区域、着陸帯、地形飛行経路、警戒区域）で行われるが、

他のものは別の既存の場所で行われる（日本本土の航法経路及び基地）。低高度

の戦術及び空中給油を除き、ＭＶ－２２の訓練はＣＨ－４６Ｅと同一である。

以下は、これらの訓練場所を説明するものであり、それぞれの運用の特質や使

用される頻度を列挙する。

表２－４１｢|鏝流動の概要
ＣＨ－４６Ｅ ＭＶ－２２

訓練飛行/計器飛行/航法飛行（昼夜飛行｝一
昼夜両方における航空機通用において､中級及び上級まで習熟度を高める。

編隊一
拍塘μの消行雄着陸劉||漣;雨堂２磯あるIMi4塘一眼を朗む

艦載機着陸訓練（FCLP｝一

塊Ｓ撮随艦（LHA LHD）及ぴ宗母の甲板への着陸訓練

防御戦闘演習一
命対空及び地対空脅威に封する航空防御演習対抗措置戦略の旨行

兵器/砲術一

価公物憲瞳肘ー111捕

地形飛行－
低空での飛行及び操縦｡典型的な活動として､低空飛行及び等高線飛行がある｡地上高５０～２００フィート

yいった搭々な高度を皺衣糧が飛行するものだ

ＸＩ

低空戦術－

仮ｗ祷行及び地上５０～５００フィートにお｢寸る戦術用lll練

攻撃支援作戦/特別任務一
隊の投入/撒収用テクニック訓練｡投入活動には､ファストロープ降下､バラシュー卜作戦､水中進入がある。

謝収沃勧には負傷者後屈/医療救助敵き榛及び人昌の戦術的収奔非戦闘員後送池吻政翁がある

密閉区域着陸（CAL）－
息い太なμの瞳実物があ丞仙滅や建物の間なｙでの着陸

貨物輸送作業－
曾物及ぴ茄俊の内外綸猫

空中給油－

ISφでの駐゜栴燃料捕畝

地上給油一
発達燃料補給及び前進武誌燃料植給地占作雲などの訓練

出典

注：

Ｄ･Ｎ２００６､ＤＯＮ２００９及びD･N2010

MV-22によるTERFルートの使用は訓練シラバスで求められていないものの､まれにこれらの

ルーﾄにて飛ぶことがある。

　図２－５は、提案されているＭＶ一２２中隊を対象とする訓練及び即応活動

の内訳である。図ではＣＨ－４６Ｅで行われた活動とロケーションとの違いを

比較することを重視する。以下の節はそれぞれの活動の詳細である。

　訓練及び日本防衛支援に加え､ＣＨ－４６Ｅ中隊は相互

緊急運用合意の下でコミュニティ及び地域に対して緊急

支援を提供する。水の輸送及び投下のためFバンビ・バケ

ツ｣を用いての訓練場における原野火災消火活動は重要な

機能の一つである｡その他の任務には人道支援や災害救援

が含まれる。ＭＶ－２２が使用するバンビ･バケツはＣＨ

ＭＶ－２２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュー

２０１２年４月



一 ４６Ｅのバケツが運ぶことのできる量の３倍の水量を輸送することができる。
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２．２、２．１　訓練区域

　航空機の運用については、既存のものも提案されたものも共に、中型輸送ヘ

リの訓練に使用される沖縄の主要なロケーションは､北部訓練場､中部訓練場、

伊江島訓練施設である（図１－１参照）。日本国内にあるこれらの米側の施設及

び区域は、着陸帯や他の訓練アセットを有する。沖縄の北端に位置する北部訓

練場は、約１９、３００エーカーを包含する。この地域の特徴はジャングルの

ある山地が存することで、ジャングル戦闘訓練センターを支援している。北部

訓練場には国防総省のユーザーに制限されている空域がある。この空域を使用

するすべての活動は、レンジ・コントロールにより管理される。１７、０００

エーカーを有する中部訓練場の敷地内には様々な地形や環境が存しており、沖

縄中部に細く伸びる。中部訓練場の上空の使用は制限されていて、レンジ・コ

ントロールを通してのみ許可される。伊江島訓練施設は沖縄北西の海岸から５

マイル離れた伊江島に位置し、訓練施設全体は島の頂上から西側半分を占め、

１、９８１エーカーとなる。伊江島訓練施設は、そのアセットと支援する運用

の範囲において他の訓練場と大きく異なる。伊江島訓練施設西のコーラル滑走

路は、主にＫＣ－１３０Ｊ輸送航空機の訓練で使用される。近くにあるＬＨＤ

デッキとして知られる着陸ヘリ甲板は、ＡＶ－８Ｂハリアーやヘリの空母艦載

機着陸訓練を支援する。一番遠方の東滑走路（島の中心にあたる）は町の空港

の一部をなす。コーラル滑走路とＬＨＤデッキの間に存する３つめの滑走路は

使用されておらず、一般の人々に道路として使用されている。伊江島訓練施設

内では、ＣＨ－４６Ｅに使用され、ＭＶ－２２にも使用されることとなる着陸

帯及び有用なアセットを配した地区（１ ２５エーカー）がある。この独特な地

区は島の西側３分の１に位置し、４つの着陸帯、コーラル滑走路、ＬＨＤデッ

キを含み、一体として使われる。近接性から、伊江島訓練施設では、中部訓練

場や北部訓練場のようにここの着陸帯を多数で使用するのではなく、単独での

使用を受け入れる。伊江島訓練施設に関連する上空は、実行の可能性のあるす

べての訓練に参加していない航空機による危険行動を警告する警戒区域（Ｗ－

１７､８）を含む。

２．２．２．２　着陸帯

既存着陸帯

　ＭＶ－２２中隊の主要機能のーつは、橋頭堡や中間輸送を要さずに、艦船か

ら離陸し迅速に人員、装備及び補給物資を陸地の前線戦闘区域へと輸送するこ
一
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とである。これらの任務達成のため、ＭＶ－２２の乗員は、地形、アクセスの

可否、植生の点における現実を反映し様々な状況や条件にある着陸帯を効率的

かつ効果的に位置確認、接近及び離着陸できなければならない。制限地着陸任

務として知られるこの訓練には、北部訓練場、中部訓練場及び伊江島訓練施設

内に所在する５０の既存戦術着陸帯を使用する。

着陣帯におけるＭＶ－２２の運用

　着陸帯において制限地着陸任務を行う場合、ソーティに組み込まれる一連の

基礎的段階を踏む（図２－４参照）。ＣＨ－４６Ｅ及びＭＶ－２２中隊は共に制

限地着陸任務を行う必要があるが、それぞれの訓練の実施方法は異なる。ＭＶ

－２２の飛行のほとんどは（８０～９０％）固定翼モードであり、垂直離着陸

モードは５％以下である。以下は、着陸帯において制限地着陸任務を行う典型

的なソーティの手順である。付録Ａではこれらの手順の詳細と、しかるべき箇

所でＣＨ－４６Ｅ及びＭＶ－２２中隊の運用の違いを示す。

●　普天間飛行場からの離陸

典型的な訓練日には、ＭＶ－２２の乗員は普天間飛行場から垂直あるいは短距

離車輪離陸を通し、迅速に固定翼モードに転換しながら離陸する。

●　着陸帯への飛行

固定翼モードにおいては、ＭＶ－２２は高度において地上約３００～１０、０

００フィート、２３０マイル毎時（ノット）で着陸帯を含む地域までの飛行が

できる。

気候と運用如何によって、固定翼モードでの着陸帯への移動における平均飛行

高度は地上１、０００フィートより高くなる。

●　着陸帯への接近

着陸帯から３マイルの地点において、パイロットは減速を始め、ＭＶ－２２を

固定翼モードから転換モードヘ変換し、着睦帯から約１．２マイルの地点に地

上３００フィート及び１ ２０ノットで到達する。

●　ホバリング/着陸

変換の後も、パイロットはＭＶ－２２を垂直離着陸モードヘ向けて減速を続け、

同時に着陸帯から０．２マイルの地点に地上１ ５０フィート及び５０ノットで

到達するために、３００フィートから降下を始める。その後着陸帯から２０フ
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ィート上空で短時間のホバリングによる空中静止を行う。垂直着陸はこれで完

了する。着陸において、ホバリングは数秒に及ぶ。

●　離陸

着陸帯からのＭＶ－２２離陸は、垂直離着陸モードにおいて行われ、通常最初

の２０フィートを通して風に向けてまっすぐに上昇して、その後前方飛行へ移

行して最終的に２００から２２０ノットまで上がっていく。また、巡航高度は

地上３００から１、０００フィートまで変化する。

●　パターンと着陸の繰り返し

訓練においては、海兵隊のソーティは、１つかそれ以上の着陸帯で行われ、７

回の制限地着陸任務（１４回の運用）と推測している。このソーティは、固定

翼、垂直離着陸のいずれかの形態で行われ、接近・ホバリング・着陸を繰り返

す。

●　着陸帯からの退去

上に述べた離陸と移行手順を使用し、ＭＶ－２２は着陸帯を退去する。

着陸帯のタイプと位置

　ボーイング社（ＭＶ－２２の製造会社）は、米海兵隊の指揮の下、ＭＶ－２

２の運用に対する適正度を明らかにするため、沖縄にある既存の８９箇所の着

陸帯（ボーイング社、２０１０年）の評価を行った。この評価は、着陸地点の

数に関連して、大きさ、状況（舗装を含む）、地形、障害物、植生、土壌、機能

性の観点から行った。着陸帯に要求される大きさは、１つの航空機に対して複

数の着陸地点が適正に分割して振り分けられるよう、着陸を要求された航空機

の機種、サイズ、任意の時点での機数によって決定される。ＭＶ－２２が安全

に運用されるためには、最低１ ００×１ ００フィートの区域を必要としており、

それぞれの航空機の間には２ ５０フィートの計画距離が推奨されている（ボー

イング社、２０１０年）。着陸帯の大きさに影響する他の要素には、航空機同士

の間での下降気流の影響を最小化し、地上要員との間に十分な距離を確保する

ための間隔あけがある。また、視界不良につながる霧や雨のような天候もこの

空間的な分割に影響を及ぼす。さらに、夜間の運用も着陸帯の大きさに影響す

る。この提案されている行動の目的のため、また、前出のＭＶ－２２着陸帯評

価（米海兵隊、２０１０年）に基づけば、単独のＭＶ－２２の着陸帯は、正方

形の端から直径３５０フィート外側を「緩衝帯」で囲まれた１ ００×１ ００フ
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ィートの正方形の着陸区域または着陸点から成り立つ。パイロットは、地形や

障害物に応じて、ＭＶ－２２を１ ００×１ ００フィートの区域のどこにでも着

陸することができる。追加の緩衝帯は、付録Ｂのとおり、あらゆる環境におけ

る下降気流による影響の可能性を考慮したためのものである（Ｖ－２２排気と

下降気流に関する覚え書き)。

㎜1sldag Piill(C・sd)

lｺatr'
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Figure2,6.Representative Example of a Single L8nding Point within an LZ

　合計８９の着陸帯の調査の内、ボーイング社はＭＶ－２２の使用には７７の

着陸帯が適切であるとした（ボーイング社、２０１０年）。同時に、海兵隊によ

るさらなる評価によって、運用・兵姑・障害物の問題で他の９つの着陸帯が除

去された。キャンプ・フォスターで建設中の新しい着陸帯が適切として加えら

れたことで、着陸帯は合計６９となった。

Table2-5.Suilable Landing Zones Elimin8ted fromFurtherConsideration for MV-22 0perations

LZ De5ignitlon Geogriphic Aie・ RationaleforElimination

LZKinRed Central TrallningAre3 NotconslderedarecogniedLZbyfingecontrol

LZKinRedl匈temaでel CentrasTraininlArea Notconskjefedare{ﾆognized LZ by range control

LZMeadowlark Centra1 Training Area Returned to Government ofjapan il Septembef 2011

LZPetral CentralTrainingArea
Perinformation provided by MAG-36 0peraiion5 0fjcerJp;aced

onnofy14t，May25，2011
ＬＺＴｅｍ CentrillTraining Area

LZTurkey Ceniral Training Area

LZ Cimp ShieSd AjministrativeArea Niv¥eliminited for MV-22 proposed use Juり20,2011

LZS(hwab3 Adminlstritiye Area CimpSchwabe?iTlinated ba5ed on safetyind ciをignce

requiremenuJuw20 2011LZSchsibFuき1 Administritive Afea

　研究では、これらの着陸帯はＭＶ－２２の運用における使用のために評価さ

れ、３つのカテゴリーの内の一つに分類される。
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1.適

ＭＶ－２２の統一施設基準（ＵＦＣ）、運用及び訓練所要に由来する支援所要を

満たす着陸帯。着陸帯の内、合計３６箇所がこれを満たす。

2.標準以下

ＭＶ－２２のすべての支援所要は満たさないが、運用のわずかな修正や整備、

軍建設プログラムの受け入れ可能な更新により支援できる着陸帯。これらの更

新は工事を伴うものではないが､長期､広範囲にわたる利用の間に起こり得る、

空き地での植生の拡大のような問題に対応するものである。評価された６８の

着陸帯の内、３２箇所がこのカテゴリーに入る。

3.不適

受け入れ可能な更新では、すべてのＭＶ－２２の支援所要を満たせず、運用の

わずかな修正や整備、軍建設プログラムによる緩和があっても、ＭＶ－２２の

運用の支援ができない着陸帯。１２箇所の着陸帯が不適とされており、ＭＶ－

２２による使用について今後の対象から外された（北部訓練場の着陸帯２、１

１、１６、中部訓練場の着陸帯オスプレイ、パフィン、レア、ロビン、ティー

ル、管理着陸帯のバトラー、ハンセンＶＩＰ、シュワブ、シュワブ１）。これら

の着陸帯で将来的に修正や更新がされたものは、この時点での適切な環境レビ

ュープロセスの下に分析される。

　表２－６ではＭＶ－２２によって使用されることになる６９の着陸帯が羅列

されている。除外された２１の着陸帯は、現在の運用に関連して他のヘリによ

って利用され続ける可能性がある。表２－６もまたこれらの着陸帯に関する追

加事項を示しており、地理的地域、運用上の特性、整備状況、着陸帯の使用や

その潜在的影響を理解するために関連する他の状況についての情報を含む。
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表2-6現有の着陸区域概要ﾃﾞｰﾀ

井 着陸区域(LZ)名

MV-22機能特性 その他の状態

ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社評価
多様な航空機の着

鎗を支援可能か
着陸地点特性 LZ開発度％

ﾒｲﾝﾃﾅﾝ

ｽﾚﾍﾞﾙ
公道への近さ

伊江島訓練施設瀧術用）

１

コーラル･ﾗﾝｳｪｲ 剱 コーラル･ﾗﾝｳｪｲ
100 土L＿＿

十分
２ ｽﾘﾝｹﾞﾛｰﾄﾞ 低水準 パ,ヽﾎﾟ/ﾒｲﾝ子ナンスされた芝生 70－100

３ ｽﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ･ｱﾙﾀﾈｲﾃｨﾌﾞ 適切 ﾒｲﾝ予ﾅﾝｽされた芝生 10－40 滴ぼ

４ ⅥPヘリバッF 低水波 ﾊﾞｯﾄﾞﾉﾒｲﾝﾃﾅﾝｽされた芝生
70－100 十分

５ LHDﾃﾞｯｸ 翻
YES AM一29き

100 十分

６ ﾄﾞﾛｯﾌﾞｿｰﾝ 凛切 YES 苔生
＜10 限られている

北鈷l磁場(戦術凩)

７ LZI 低水準 10－40
限られている 213

８ LZ3 低氷準 10－40 限られている １１３

９ LZ4 低水準
10－40 適度 201

１０ LZ12 低水準 ﾊﾟｯﾄﾞ/植物 10－40 鮨 4 600

１１

LZ12A 低水準 10－40 匯られている 5 600

１２ LZ13 低水準 ﾊﾟｯﾄﾞ/ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽされた芝生 70一100 凛渚 3 700

１３ LZ14
低水準

70－100 滴窟 3 975

14 LZ15
低水準 10－40 連座 4･500

１５ LZ17 適切 YES
10－40 滴ぼ 400

16 LZ18 低水準 10－40 連座 6 900

１７ LZベースボール 適切 ﾒｲﾝ子ﾅﾝｽされた芝生 100 十分 3 400

ＩＢ LZﾌｧｲﾔｰﾍﾞｰｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ 低水準 YES
10－40 阻られている 3 625

φ動議鎧垠(戦術剛

１９ LZバザード 凛切 ﾒｲﾝ于ナンスされた芝生/植物 40－70 十分 185

瓦 LZｶーディナル 適切 YES
40－70 鮭 2 800

21
LZコンドル 吐水準

10－40 皺 4 400

22 LZｸｰﾄ 践
10－40 満窟 430

i3 LZｸﾚｰﾝ 仮7k塵
10－40 退席 1700

24 LZｸﾛｳ 践
40－70 十分 246

25 LZカールー 知
40－70 皺 530

26
LZドードー 適切 YES 40－70 連座 2 200

27 LZｹﾞｯｸ
低水準 10－40 十分 1150

28 LZファルコン 適切 YES 40－70｀ 鮭 747

29 LZﾌ９ンゴ 適切 10－40 消磨 199

30 LZガンダー 適切 YES
70－100 阻られている y660

31 LZダース 適切
10－40 財 2 950

32 LZホーク 適切
40－70 践 940

33 LZヘーラン 低水準
10－40 適度 1525

34 LZｷﾝﾌﾞﾙｰ 顛 YES
40－70 適度 1700

35 LZｷｳｨ 適切
10－40 連座 2 960

36 LZマコー 低水準 バヽﾘﾄﾞ/ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽされた芝生
70－100 十分 875

37 LZﾏｹﾞﾊﾞｲ 低水準 ﾊﾟｯﾄﾞ/ﾒｲﾝﾗﾅﾝｽされた芝生 10－40 紡 1095

38 LZﾏﾗｰﾄﾞ 践
10－40 適度 190

39 LZｵｳﾙ
適切 10－40 適度 420

40 LZﾋﾟｰｺｯｸ 適切
10－40 滴産 3 300

41 LZﾌｪﾆｯｸｽ 翻
YES

40－70 践 520

42 LZﾋﾟｼﾞｮﾝ 適切
10－40 確度 2 280

43 LZレイル 適切
10－40 ｌられている 565

㎜㎜　　　　　　　　　¶■
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表2-6現有の着陸区域概要ﾃﾞｰﾀ

井 着陸区域(LZ)名

MV-22機範特性 開発とかく乱 その弛の杖態

ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社評疆１
一機以上の航空機の

着陸を支援可飽か２
着鰹地点特性３ LZ開発崖％４ ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ状君５ 公道への近さ６

中部訓練場(息衝用)(躾き)

44 LZﾚｲﾌﾞﾝ
低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/砂利/植物 10-40 適度である 200ﾌｨｰﾄ

45 LZﾙｯｸ
ほ水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/開/植物 10－40 鮭である 2,500ﾌｨｰﾄ

46 LZｽﾀｰﾘﾝｸﾞ 斟
YES 更地/植物 10-40

適度である 515ﾌｨｰﾄ

47
LZスワロウ 低水準

ﾍﾘ南ﾄﾞ/Hされた芝生/植物 40－70 十分である 390ﾌｨｰﾄ

48 LZｽﾜﾝ
低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/整備された芝生/植物 40-70 十分である 1,725ﾌｨｰﾄ

49 LZﾎｲｯﾊﾞｰｳｨﾙ
適切 YES

更地/醵物 10－40
適度である 900ﾌｨｰﾄ

50 LZレン
適切 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/砂利/植物 10-40

適度である ｹﾞｰﾄ近辺

管理(非職柝用)

51
LZコートニー 低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/整備された芝生

100 十分である ｹﾞｰ卜近辺

52 LZﾌｫｽﾀｰ
適切 YES 整勣れた芝生

100 十分である ｹﾞｰ卜近辺

53 LZ普天間司令部 低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/喊された芝生
100 十分である ｹﾞｰ卜近辺

54 LZ普天間V】P 低水準 ﾍﾘﾊﾟｯF/整備された芝生
100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

55 LZハンセン２
適切 YES

整備された芝生
100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

56 LZ嘉手納ﾃﾔｰﾘｰ･ﾊﾞｯﾄﾞ 低水準 滑走路/誘導路
100 十分である ｹﾞｰ卜近辺

57 LZ墓手納ｴｺｰ･ﾊﾞｯﾄﾞ 低水準 般路/誘導路
100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

58 LZ嘉手納ﾚｽｷｭｰ･ﾊﾞｯﾄﾞ 豺準
滑走路/誘導路

100 十分である
ｹﾞｰ卜近辺

59 LZ嘉手納ⅥP
適切 YES 整備された芝生

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

60 LZ嘉手納VTOLﾊﾞｯﾄﾞ
適切 鯖路/誘導路

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

61 LZｷﾝｻﾞｰ1
低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/整備された芝生

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

62 LZﾚｽﾀｰ･ﾎｽﾋﾟﾀﾙ
低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞﾉ整備された芝生

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

63 LZﾚｽﾀ一ｽｸｰﾙ
適切 YES 整動れた芝生

100 十分である 300ﾌｨｰﾄ

64 LZﾌﾟﾗｻﾞ
低水準 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/整備された芝生

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

65 しZﾄﾘｲ1
低水準 ﾍﾘﾊﾞｯF/遠路

1∽ 十分である ｹﾞｰ卜近辺

66 L2ﾄﾘｲ2
適切 YES 整備された芝生

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

67 LZﾄﾘｲﾋﾞ吋 斟
YES

Ｈされた芝生/道路 IGO 十分である ｹﾞｰ卜近辺

68 LZﾎﾜｲﾄﾋﾞｰﾁ
適切 ﾍﾘﾊﾞｯﾄﾞ/整勤れた芝生

100 十分である ｹﾞｰﾄ近辺

69 ﾆｭｰﾎｽﾋﾟﾀﾙLZ
ヨ籾ＷＡ７Ｍ¬ヽｉ・

ム〃|φ･「・

ﾍﾘﾊﾟｯﾄﾞ/Uされた芝生
100 十分である ｹﾞｰ卜近辺

｜ﾎﾞｰｲｚ社による12震地闘12al咄ま,MV－22軸全に●睦できるとして.編右の羞鮭輔を闘畦するために肋れた,また,これらＩＵＩ域が励よiに磯皇されるぺ紡
　については鶴I憲見鵠せなかった,錨銅壷で|ま.Lzを釧,欄嘩,ｇ切に分雛Lた,●●Lzとは.MV-22の使lが可鎗であり.鴨にエ事麓覆とLない仙を指す,むしろ.こうし

　たLzについては,Lzが曼捲閲にわS,l崖に使用されるこ1を●童する篁髄があるー●麗は7ｽﾌ7ﾙﾄでＵされてtlるか,顛|ﾆよａ額la司飽性,箆睡錘創者はLza

　閥捜査にIL,瑠酸瞳と●整す砧剔IM｡尊であるl，

2’一機鑓上１航空欄’1は.Mv-22-●以上が.SIか哺峙にL21－瞳できるかということを乱てL･る,鎗宣欄al大欄雛|ま凶檀である.各剛一22の圖|こli25oﾌ4-ﾄai●がIIである，

３各L加中Ib10oﾌ4-ﾄxlooﾌｨｰﾄ区爛遺ぴそ1鯖瞳区壌aこと桟す．

１空輯1による銅壷からagl用した,各Lzごとに9栃した12.3ｴｰｶｰ匯埴全休1こと縫す．

５圈欄翼合と瑞垣写富還ぴ植察を基にLでいる．

1●i慧ｷ妁づ･４う一憲設ｼｽ予ﾑ管電震圖供

12o12年に鎗|が宛7したことから.ﾎﾟｰ心ﾀﾞ|によるｽ好ｨｰll9析でＭ．

着陸帯の機能的タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　６９の着陸帯は、戦術着陸帯と管理着陸帯の２つの機能的タイプから成り立

つ。戦術着陸帯は、着隆一離陸・戦闘状況を想定したアプローチなどの訓練目

的のためのみに使用される。６９の着陸帯の内、合計５０が戦術着睦帯となる

　(Ｎ０、１～５０)。管理着陸帯は、たいていは軍事施設の開発された地区の申

又は近隣の、給油、人員輸送、ＶＩＰ移動、緊急医療活動が行われ、ＭＶ－２
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２の配置以降も行われることになる場所になっている（Ｎ０．５１～６９）

　【コラム】

管理着陸帯は、ＶＩＰ輸送や医療避難等、緊急または特別な目的のために不定

期に使用される。

戦術着陸帯は、制限地着陸任務等の訓練活動のために定期的に使用される。

着陸帯の地理的分散

　６９の着陸帯は、４つの地理的区域に位置する（伊江島訓練施設、北部訓練

場、中部訓練場、管理区域）（図１－１参照）。中部訓練場は一番多い３２の着

陸帯を有している。他方、北部訓練場は１２、伊江島訓練施設は６の着陸帯の

みをそれぞれ有する。１９の管理着陸帯は、沖縄南部の軍事施設内に存する。

広範に分散してはいるが、使用される着陸帯はいずれも米軍施設や基地内に存

する。

着陸帯の整備状況及びその他の条件

　ＭＶ－２２中隊によって、６９の着陸帯に自然と整備状況の詳細が与えられ

ている。以下は、伊江島訓練施設、北部訓練場、中部訓練場と管理区域の状況

の要約である。

伊江島訓練施設（６箇所）

　前述のとおり、伊江島訓練施設は、小さな施設に複数の機能を持つユニーク

な価値ある訓練場である。伊江島に存する着陸帯（図２－７）は、海兵隊の訓

練専用の区域内にある１ ２５エーカーの地区内に互いに近接して位置する。こ

の整備された施設は、着陸帯としても使用できるＬＨＤデッキの周りに集まっ

ている。 ＬＨＤデッキは最近新しいマッティングの改装がなされたため、着陸

灯・管制塔・空母艦載機離着陸訓練（ＦＣＬＰ）を支援する他の特性をサポー

トする。ＡＶ－８Ｂハリアー及びＣＨ－４６Ｅは空母艦載機離着陸訓練（ＦＣ

ＬＰ）のための使用を独占している。コーラル滑走路は主にタッチ・アンド・

ゴーを行うＫＣ－１３０Ｊ航空機を受け入れる。この滑走路は着陸帯をサポー

トするが、ＭＶ－２２中隊は着陸帯としては利用しない。施設の中の他の着陸

帯の内２つは整備されたパッド､他の２つは草地となっている（表２－６参照）。
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大型のドロップ・ソーンという例外を除いては、着陸帯は平地にあり、芝生の

刈り込みを含む定期的メンテナンスを受ける。　ドロップ・ゾーン着陸帯は小さ

な丘や低地を含み、限定的にメンテナンスと植物の刈り込みが行われているも

のの、自然に近い外観を保っている。伊江島訓練施設の６つの滑走路の内４つ

は、広範囲にわたる整備を受けている。より低度の整備は、代替スリング・口

一ド及びドロップ・ソーンに適用する。海兵隊はこのゲートのある区域への立

ち入りを制限しており、道路の一般の人々による使用を制限している。

北部訓練場（１２箇所）

　ジャングル戦闘訓練センターとしても知られる北部訓練場は、沖縄で一番多

くの遠方の及び困難な訓練の機会を提供する。着陸帯の中央部分（着陸点）で

は平らで開けた段階的地形を含むものの、北部訓練場で使用が提案された１２

の着陸帯（図２－８）は、丘の多い地形に存している。４つの着陸帯（１、３、

４、１２Ａ）は木や豊かな緑に囲まれた、小さく開けた空間を含む。着陸帯１

５、１７、１８はそれぞれ防御線上に木や植物のある不規則な形をした開けた

区域にある。整備された草や砂利で縁取られた、完全なあるいは部分的な中央

パッドが３つの着陸帯の中にある（１２、１３、１５）現場（着陸帯ベースボ

ール）は、整備された野球場を有する。他方、着陸帯ファイヤーベース・ジョ

ーンズは木に囲まれた土壌が露出した広大な区域を含む。北部訓練場では着陸

帯の奥へ道が伸びている。これらの着陸帯の特徴として整備状況が比較的低く、

うち９ケ所については開けた空間が豊かな緑と木々にとり囲まれている。５つ

の着陸帯（４、１２、１５、１７、１８）では草の高さを減らし、着陸点区域

から低木を取り除くメンテナンスが行われている。着陸帯ベースボールでは、

唯一１ ００％の整備を提示している。合計３つの着陸帯（１、３、４）が一般

の人々の立ち入りを許可した道から３００フィーﾄ以内の場所に位置する。

中部訓練場（３２箇所）

　沖縄中央部の広大な部分に分散した３２の着陸帯（図２－９）を抱える中部

訓練場は、ＭＶ－２２の主要な訓練場所となる。中部訓練場のすべての着陸帯

の内、１１は整備されたパッドを含む。整備された芝生の開けた区域が合計９

つの中部訓練場着陸帯の特質で、いくつかは木で縁取られており、他はよりオ

ープンな状態である。これらすべての着陸帯は、すべてあるいは部分的に開け

ており、全般的に平地である。整備がされている部分の割合は、１９の着陸帯

では１０～４０％であり、１０の着陸帯では４０～７０％である。２つの着陸

　　　　　　　　　　　　　ＭＶ－２２ゐ沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュ・皿n7諮詔



　帯のみ７０～９０％の整備がされている。中部訓練場の２３の着陸帯では、

０．１～６．６エーカーの区域が定期的に整備されている。これらの着陸帯は、

公道へつながるが、５つの着陸帯のみ（バザド、クロウ、フラミンゴ、マラド、

レブン）が一般の人々の立ち入りを許可した道から３００フィート以内の場所

に位置する。

ＭＶ－２２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レビュー
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管理エリア

　前述のように、管理着陸帯は、普天間飛行場、嘉手納基地、キャンプ瑞慶覧

　（キャンプ・フォスター）、牧港補給地区（キャンプ・キンザー）、キャンプ・

コートニー、ホワイト・ビーチ、トリイ・ステーションの開発された地区内に

１９箇所ある。既存の１８箇所の内、１３箇所はパッドまたは滑走路/誘導路の

一部分にある。これらのパッドは草地や造園に囲まれている。他の５箇所は、

他の様４な目的で使用される管理された草地にある。

この管理着陸帯の内１１に建築物があるが、飛行の妨害危険となるものはない。

１７の着陸帯は公道のない立ち入り管理軍事施設内に存する。

着陸帯レスター・スクールは公道から３００フィーﾄ以内に位置する。新しい

病院の着陸帯（番号６９）は２０１２年まで完成しないが、パッドを含むもの

である。建設による影響は、日本政府によって別の分析で評価されている。

建設予定の着陸帯

　日本政府は現在、北部訓練場内に６つの戦術着陸帯を新規に建設中であり、

完成後には米軍施設及び訓練場の一部となる。新たな着陸帯の建設は、道路や

フェンス、ゲートのような支援インフラを含む。米国と日本政府は、もともと

はＣＨ－５３ヘリの運用を支援することを考えていたが、ＭＶ－２２の制限地

着陸任務運用を行うためには計画にわずかな修正が必要となることを認めた。

日本政府は環境アセスメント（前那覇防衛施設局、２０１１年（ママ））で現場

の整地、着陸帯建設、インフラ整備による影響に言及したが、そこでは現在及

び提案されている運用全般やＭＶ－２２の運用を具体的に評価しなかった。

　建設が予定されている６つの着陸帯は、日本政府に返還される土地内の既存

の６つ（ママ）の着陸帯に替わるものであり、これはすべて北部訓練場内にあ

って着陸帯１、ＩＡ、２、２Ａ、３、ファイヤーベース・ジョーンズ、２１を

含む。これらの着陸帯のうちの３箇所、着陸帯１、３及びファイヤーベース・

ジョーンズが、ＭＶ－２２による使用を提案された場所を代表する。しかし現

時点では、建設の時期や運用能力については未承認のままである。同時に、既

存着陸帯と建設予定の着陸帯の関連性もまだ定義されていない。したがって、

この環境レビューでは、既存着陸帯の運用を評価しているが、建設予定の着陸

帯を評価するための可能な限りの情報も使用する。

　北部訓練場の東部分に位置し（図２－１１）、これらの建設予定の着陸帯は直

径１５０フィートの円形の着陸点を含み、この円からさらに５０フィーﾄ外側
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を無障害物ソーンが囲んでいる。結果的に、それぞれの建設予定の着陸帯は直

径約２５０フィートに及び、１．１エーカーの整地を覆う。これらの建設予定

の着陸帯は、その大きさゆえに複数機の着陸は支援しない。
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着陸帯における運用

現状

　長年にわたって５０箇所の既存の戦術着陸帯は、ＣＨ－４６Ｅ、ＣＨ－５３

Ｅ、ＡＨ－ＩＷ、ＵＨ－ＩＮを含むその他ヘリの制限地着陸任務訓練を支援し

てきた。海兵隊の航空運用者から得たデータに基づけば、ＣＨ－４６Ｅによる

普天間飛行場のソーティの約５０％は制限地着陸任務訓練を含む。制限地着陸

任務訓練の内、ほとんどは中部訓練場及び北部訓練場で行われており、５７％

は中部訓練場、３３％は北部訓練場で行われる。伊江島訓練施設では、施設内

の着陸帯は、毎年ＣＨ－４６Ｅの制限地着陸任務の１０％を行っている。しか

しながら、後述するように、伊江島訓練施設は空母艦載機着陸訓練で頻繁に使

用されている。すべての他のヘリは、全体の運用の半分以下の運用を行う。

　ＣＨ－４６Ｅの乗員によれば（ワイル社、２０１２年。ホールデンとの個人

的な意見交換、２０１１年）、戦術着陸帯の使用頻度は、「頻繁」、F平均的」バま

れ」の３段階ある（表２－７）｡現在ＣＨ－４６Ｅを運用している海兵隊隊員は、

１回のソーティにつき、。７回の制限地着陸任務訓練（離陸と着陸で１４回の運

用）を行うと評価される。「頻繁」な着陸帯ではＣＨ－４６Ｅの運用は年間１、

２６０回、「平均的」な着陸帯では年間４２０回、「まれ」な戦術着陸帯では年

間１４回の運用が行われていると評価される。１回のソーティでの制限地着陸

任務運用の平均回数と等しいが、これらの着陸帯は散発的に使用される。現状

では、５０箇所の戦術着陸帯の内、「頻繁」は２７％、「平均的」は１６％、「ま

れ」は５７％である。

Table2-7.UseLevel（ategorie5 for Ta（ticalLanding Zones

UseLevel
E5timatepercentofLZsbyuseLevel

CH-46E My-22

Frequent(1.260eperati3s/Vear) 27％ １６％

Average(420operitk)ns/year) L6％ 2S％

Rareμ4 cperrions/year） 57％ 59％

中部訓練場には、ＣＨ－４６Ｅのための８つの 「頻繁」使用の着陸帯があり、

北部訓練場は現有の航空機のための４つの「頻繁」運用される着陸帯がある（表

２－８）。伊江島訓練施設ではＬＨＤデッキと着陸帯は、制限地着陸任務運用に

おける調和と連携のために､様々な度合いに使われる｡伊江島訓練施設では､「頻

繁」の使用頻度の着陸帯はないが、ここでは制限地着陸任務の運用が年間２、

０８０回を超える。さらに、ＣＨ－４６Ｅ中隊は、年間８００回の空母艦載機

着陸訓練を行い、伊江島訓練施設のＬＨＤデッキと滑走路でタッチ・アンド・

ゴー運用を行う。ＡＶ－８Ｂハリアーは伊江島とデッキ上ですべての空母艦載

機着陸訓練運用の３７％を行う。
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提案されている行動

既存着陸帯における制限地着陸任務訓練

　提案された行動としては、ＭＶ－２２中隊による制限地着陸任務は、使用頻

度分類（頻繁、平均的、まれ）は同一であるものの（表２－７参照）、ＣＨ－４

６Ｅとは異なるロケーションを重要視している。制限地着陸任務のための伊江

島訓練施設の使用は１ ０３％増加する（毎年２、１ ４８回）。これは伊江島訓練

施設がＭＶ－２２の乗員の訓練を促進するための戦術着陸帯その他の施設を含

むためである。なお、この施設は空母艦載機着陸訓練のための高い正確性を有

するＬＨＤデッキも含む。反対に、北部訓練場と中部訓練場での訓練は減少す

る見込みであり、北部訓練場は１５％減、中部訓練場は４２％減となる。

　北部訓練場の１２箇所の内、「頻繁」な使用は２箇所（現状４箇所）、「平均的」

な使用は３箇所（現状４箇所）、Fまれ」な使用は７箇所（現在４箇所）。この変
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化により、制限地着陸任務についての北部訓練場の重要度は落ちることになる。

中部訓練場も「頻繁」な使用は、８箇所から５箇所に減少。　しかしながら、平

均的な使用は４箇所から８箇所に増える。伊江島訓練施設は、着陸帯の３つが

　「頻繁」に使用されることとなり（現状Ｏ箇所）、最大の変化に直面することと

なる。

　平均的に、ＣＨ－４６Ｅの乗員は、年間３００日訓練を行う。 ＭＶ－２２中

隊はこの日数での使用を継続する見込みであるが、ＣＨ－４６Ｅとは異なる着

陸帯を重要視する見込みである。配置によって平均的な使用頻度が変わる可能

性もあるが、ＣＨ－４６Ｅとは異なる着陸帯を重要視する｀見込みである。

　既存の合計６９の着陸帯のうち、１９が沖縄の施設の開発された地区内にあ

る管理着陸帯である。これらの管理着陸帯の内、現状の下に戦術訓練の使用を

受けるものはない。いくつかの着陸帯は、毎年使用されるわけではない。この

分析は、ＣＨ－４６Ｅがそれぞれの管理着陸帯で４回以下飛行することを予測

している。これらの管理着陸帯の使用はわずかなものであるため、そしてすべ

ての使用は開発された地区で起こるため、提案されている行動によるいかなる

環境への影響も起こる可能性はない。　１９箇所の管理着陸帯では現状の使用回

数は４回以下であり、提案されている行動でも変わらない。これらの環境への

影響が起こる可能性はきわめて小さく、この環境レビューではさらなる詳細な

調査は行っていない。

建設予定の着陸帯

　北部訓練場の６つの建設予定の着陸帯も、建設された後に戦術訓練を支援す

る。現時点で、建設予定の着陸帯の使用頻度は不明であるが、「平均的」な使用

として評価された（表２－９）。建設予定の着陸帯は、着陸帯１、３、ファイヤ

ーベース・ジョーンズに代わり、２つの「まれ」な使用の着睦帯と「頻繁」な

使用の着陸帯１つ（合計年間１、２８８回）は除かれる。分析目的のため、こ

の環境レビューはそれぞれの建設予定の着陸帯が年間平均４２０着陸帯となる

　（表２－９）。したがって、年間１、２００回多くの運用を行うこととなる。も

しこれらの着陸帯が整備されてここで評価されたレベルと異なる使用がされた

とき、海兵隊は適切な環境評価を行う。
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空母艦鐘撞着陸訓練

　その特性と能力により、伊江島訓練施設のＬＨＤデッキでは、空母艦載機着

陸訓練の回数が増える。空母艦載機着陸訓練は水陸両用艦船（例：揚陸艦）か

ら運用するパイロットにとって不可欠である。ＣＨ－４６Ｅは現在約１、５８

０回の空母艦載機着陸訓練を行っており、提案された行動ではＭＶ－２２は２、

５３２回の空母艦載機着陸訓練を行う。ＡＶ一８Ｂによる７８０回の空母艦載

機着陸訓練を含め、他の使用機もＬＨＤを使用し続ける。

夜間訓練

　訓練・準備要求事項に基づき、ＣＨ－４６Ｅの隊員が行う日没後の着陸帯訓

練は約３３％である。同時に普天間飛行場の評価によれば､着陸帯訓練の３２％

は夕方（１９００～２２００）、１％は夜間（２２００～０７００）の訓練であ

る。同様にＭＶ－２２も日没後の訓練が必要であり、２８％が夕方、４％が夜

間である。

複数の着陸

　調査により、いくつかの着陸帯では複数の航空機の着陸が可能であることが

明らかになった（表２－６）。ここでは、それぞれの航空機の周囲に安全ソーン

のための十分なスペースがある･。１２箇所（伊江島訓練施設２箇所、中部訓練

場８箇所、北部訓練場２箇所）の着陸帯における着陸地点の数は２から１０ま

で開きがあるが、通常は２から４箇所である。北部訓練場の複数の着陸を支援

する着陸帯の不足は、この区域の植生密度の濃さを表すものである。反対に、
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伊江島訓練施設の開けていて開発が進んでいるという特質により、施設への複

数の航空機の着陸が可能となっている。建設予定着陸帯においては、複数の着

陸は行われない。

２．２．２．３　地形飛行と移動経路

　着陸帯での運用に関連し､視覚的及び電子的にヘリコプターを捕捉し標

的とする敵の能力を低下させ生存率を向上させるために、ＣＨ－４６Ｅ中

隊は地形や植生を利用した地形飛行を実施する。地上５０～２００フィー

トの低高度を速度８０～１ ２０ノットで飛行することにより、地形飛行経

路は実際的な低高度訓練を提供する。 ＣＨ－４６Ｅ乗員は、沖縄では、北

部訓練場の米軍施設・区域上にある単一の地形飛行経路（図２－１２）に

沿って運用を行っている。この地形飛行経路は、長さ約１３マイルで、着

陸帯１７を始点とし着陸帯ファイヤーベース・ジョーンズまで伸びている。
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　ＣＨ－４６Ｅ乗員が北部訓練場の着陸帯に向け１ソーティ飛行する際、

多くの場合､｡航路に沿って一方又は双方向に飛び、地形飛行を実施する。

普天間飛行場のパイロットによると、ＣＨ－４６Ｅは、年間全ソーティの

１３％(運用回数５４８回)をこの地形飛行経路に沿って実施｡現状では、

全運用の大部分をＣＨ－４６Ｅが占めており、その残りを沖縄に配備され

ている他のヘリコプターが実施している。日中、夕刻、夜間における運用

の割合は、着陸帯での運用と同じである。

　ＭＶ－２２中隊も低空での訓練を実施する必要はあるが､乗員が地形飛

行経路に沿って飛行することはまれになる。こうしたタイプの訓練のほと

んどは、シミュレータを使用し実施する。しかしながら、ＭＶ－２２乗員

がこの地形飛行経路を使用する必要が生じる状況も起こり得る。ＭＶ－２

２は、年間約２５回、地形飛行経路の使用を伴う運用を実施することが見

込まれる。ＭＶ－２２は大抵ＣＨ－４６Ｅより高い高度で飛行する。ＭＶ

－２２の実際の低高度訓練は、主に着陸帯間を移動しながら、もしくは展

開中に実施される｡提案されている行動では､ＭＶ－２２以外の航空機は、

これまでと同じ頻度で地形飛行経路を使用する(年間約１、２００回)。

　ＭＶ－２２は、訓練地域への移動や着陸帯間の移動の際、ＣＨ－４６Ｅ

と同じ基本的な移動ルートを使用する。一方、ＭＶ－２２は固定翼モード

に移行することができるため、これらの航路を早い速度で飛行することと

なる。正式には決まっていないものの、移動ルートのほとんどは、米軍施

設・区域上空となる。それ以外の区域では、沖縄の航空管制による経路指

定及び日本の空域管理規則に従うこととなる。

２．２．２．４　日本本土上の訓練活動及びその場所

　提案されたＭＶ－２２中隊の訓練の多くは､乗員にとっての本拠地とな

る沖縄又は沖縄付近で実施される。他方、米海兵隊は、一定の訓練につい

ては、キャンプ富士及び岩国飛行場にて、また日本本土及び沖縄北方の太

平洋上にある６つの航法経路に沿って実施されると見込んでいる（図２－

１３）。加えて、ＭＶ－２２中隊の一部が時折、他の米軍施設に飛行する

こともあり得る｡提案されている行動では､米海兵隊は､毎月２、３日間、

２～６機のＭＶ－２２をキャンプ富士及び岩国飛行場に派遣することを

見込んでいる。これらの「追加的」な基地において、分連隊は（より多く

の航空機と共に）、訓練や国家安全上の考慮により、時折、より長期の運

用を行うことがある。訓練は、着陸帯を含む施設で実施される。航法訓練

は、展開中、１日あたり１つ又は１つ以上の航法経路を使いながら、航法

ＭＶ－２ ２の沖縄配備及び日本での運用に関する環境レピュ
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経路上で実施される。 ＣＨ－４６Ｅ中隊は、現在、タイやオーストラリア

といった様々な地域に艦船により展開しているが、ＭＶ－２２は日本本土

まで飛行することができる（固定翼モードにて）。以下では、日本本土の

施設や航法経路について記述し、ＭＶ－２２に見込まれる運用のレベルに

ついての詳細を記す。
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キャンプ富士

　キャンプ富士は、在日米軍施設・区域にあるキャンプの一つで、東京の

南西に位置し､富士山から８マイル､沖縄から８００マイルの距離にある。

面積は３０９エーカーで､家族住宅はなく、売店やレクリエーション施設、

医療施設も限られており（図２－１４）、通常の軍事基地と比較すると簡

素な施設を有している。隣接するヘリコプター用滑走路は、陸上自衛隊と

共同で使用している。キャンプ富士の任務は、日本における主要な米軍演

習場である、隣接する３ ４、０００エーカーの富士演習場で行われる米軍

の軍事演習を支援することである。キャンプ富士は、訓練で派遣されてく

る部隊に対し、駐屯施設や、管理、通信、後方支援を提供する。キャンプ

富士は、富士演習場内の訓練地区や訓練施設の調整を実施する。訓練をす

るために、太平洋を越えて部隊がキャンプ富士にやってくる。

　現在、キャンプ富士の滑走路や空域は、米軍や陸上自衛隊の航空機が使

用しているが、離陸、着陸、タッチ・アンド・ゴー、空域での飛行等の運

用の９４％は、陸上自衛隊が占めている（表２－１０）。陸上自衛隊が使

用する航空機は、ヘリコプター（ＣＨ－４７、ＵＨ－１、ＡＨ－１、ＯＨ

－１、ＯＨ－６、ＵＨ－６０）及び輸送機（ＫＣ－１３０Ｊ、Ｃ－１）を

含む。米軍のヘリコプター（ＳＨ－６０、ＵＨ－６０、ＵＨ－１）及び輸

送機（Ｃ－１３０）のキャンプ富士における運用は半々。過去には、稀に

だがＦＡ－１８（年に２回）の運用が記録されている。標準的な運用は、

離陸、着陸、タッチ・アンド・ゴー、タッチ・アンド・ゴーを含む着陸帯

への着陸、物資空中投下（ＫＣ－１３０Ｊ）から成る。日没後の飛行場で

の訓練も可能だが、調整を必要とする。通常、飛行場は夕方５時から朝６

時までの間は閉鎖されている。夕方５時から夜１０時の間に訓練を実施し

たい場合、パイロットは前日の午後３時までにレンジ・コントロールに要

請しなければならない。夜１０時から朝６時の間の訓練の場合、要請には

陸上自衛隊との調整に３～６ヶ月必要となる。

Table 240. （u「「entandProposed operdtions at（∂mp Fuji

Annualoperations

Cu汀ｅ耐 piopo1をｄ

U.S.Force5 285 285

JGSDF 4,744 4,744

ＭＶ-２２ 500

Totil S,029 5,529

percentln(｢ease 10

泌いごs:W｢，e2010
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　提案されている行動では、ＭＶ－２２分連隊は、月２、３日の間、飛行

場で運用を行う。米海兵隊は、全ての航空機について、１機あたり１日１

～２ソーティ、一度の展開で計約４２回の運用を見込んでいる。より多く

の航空機による、より長期の展開も、時折、起こり得る。日没後のＭＶ－

２２の運用についても、これまでと同様の調整が必要となる。ＭＶ－２２

分連隊展開は､キャンプ富士の滑走路での運用を年間約５００回予定して

おり、キャンプ富士での全活動を１０％増加させる。この程度の増加であ

れば、展開、人道支援活動、天候、訓練、燃料、整備サイクルの結果生じ

る、飛行場の通常の年間運用変動内に収まる。
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岩国飛行場

　１９４０年、日本軍により創設されて以来、岩国飛行場は航空機の運航

を７０年以上にも亘り支援してきた。岩国飛行場は、東京から南西約６０

０マイルにある瀬戸内海に位置している。面積は１、８００エーカーで、

ＦＡ－１８ホーネット、ＥＡ－６Ｂプラウラー、ＡＶ－８Ｂハリアー、Ｕ

Ｃ－１２Ｂヒューロン・ターボプロップ等の米海兵隊航空機４９機の運用

支援に必要な全ての施設を有している（図２－１５）。 ＦＡ－１８はこの

うちの３６機を占めている。海上自衛隊は、２２機のヘリコプター、１３

機のＰ－３オライオン哨戒機と２機の小型ジェット機の計３７機の航空

機を運用している。騒音を減らし、安全性を高めるため、岩国飛行場は、

海側へ約０．５マイルせり出した埋立地に８、０００フィートの新しい滑

走路を建設し終えた。

　飛行場での現在の年間運用回数は約６ ０、０００回で（ワイル社、２０

１０年）、海上自衛隊がそのうちの４８％を占める（表２－１１）。Ｐ－３

オライオン哨戒機は岩国飛行場における年間運用の３１％を占める。米海

兵隊の全運用（３８％）のうち、ＦＡ－１８が岩国飛行場における年間運

用の２０％を占める。岩国飛行場の運用全体のうち、米軍の外来機（例え

ばＫＣ－１０やＣ－１３０、ヘリコプター）が１３％、民間航空機（例え

ばＭＤ－１１）が１％を占める。岩国飛行場では、現在、民間航空ターミ

ナルが建設中で、将来、民間航空の大幅な増加が見込まれる。運用の大部

分（９１％）は離陸及び着陸で、パターン・ワーク及びタッチ・アンド・

ゴーは最小限（９％）となっている。就寝時間（２２時から７時）の運用

は全体の１％に留まっており、これは米海兵隊の航空機によるものがほと

んどである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

Table2-11.（urrentand Proposed
　opel‘a6ons at MC,aslwakuni

Annualopefations

C吋ｒｅｎｔ prgposed

ＵＳＭＣ 22738 22.73a

jMSDF 28,6S2 2S,682

US TransieM 7.S15 7.815

CivFAviatK⊃n 104 104

MV-22 5CX）

Tot･1 59,339 59,839

Per（entlncrease 0.8

ｌａｙごｰ:Wy｀e310

　海兵隊は、ＭＶ－２２分遣隊による岩国飛行場での展開は、一度につき

約４２回の運用、年間５００回の運用と、キャンプ富士で提案されたもの
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と同様になると見込んでいる｡時折､分遣隊は（より多くの航空機と共に）

より長期の間、訓練のため滞在する可能性がある。夜間の運用はＭＶ－２

２訓練の重要な部分を成すため、（許可される所では）現在岩国飛行場で

実施されているのと同程度の夜間飛行を実施することになる。混雑してい

る岩国飛行場へのＭＶ－２２分遣隊によるわずかな運用の追加は､展開や

訓練、人道救援対応、燃料、整備サイクル、天候により生じる年間変動の

範囲内に収まる（ワイル社、２０１０年）。
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航法経路

　戦闘任務での進入・脱出を成功させるために、ＭＶ－２２中隊は、航法

訓練のため、時折、事前に定められ確定した経路に沿って飛ぶ可能性があ

る。飛行の熟練には、航法及び戦術を含む継続的で実際的な訓練を必要と

する。ＭＶ＝２２中隊は、必要な航法訓練の一部を既存の６つの航法経路

に沿って実施する。うち５つの経路は日本本土上空に伸び、残りの１つは

沖縄北方の小さな島々や東シナ海上に伸びている（図２一１６）。現在、

これら６つの航法経路は､主に岩国飛行場所属のＡＶ－８ＢハリアーやＦ

Ａ－１８ホーネットが使用しているが､低い頻度でＫＣ－１３０Ｊハーキ

ュリーが使用することもある。飛行高度は平均地上５００フィート。表２

－１２は、第１２海兵航空群により報告された、これらの経路の年間飛行

時間を表している（ホールデン、２０１１年）。

　ここでの１運用とは、１機の航空機が１つの経路を一方向で通過するこ

とであり、方向や航空機の種類を示すものではない。運用回数を推測する

ために、それぞれの航法経路の長さ（マイル）を計算した。経路を主に使

用する航空機の平均速度を使い（ＡＶ－８Ｂ：３００ノット、ＦＡ－１８：

５００ノット、ＫＣ－１ ３０Ｊ ：２５０ノット）、それぞれの経路をそれ

ぞれの航空機が通過する際の時間を計算した｡全飛行時間の４０％をＡＶ

－８Ｂ、４０％をＦＡ－１８、２０％をＫＣ－１３０Ｊが使用したと見積

もった。経路それぞれについて、全飛行時間を各航空機の経路通過時間で

割り、運用回数を推測した。実際の各航空機による運用は通過時間により

異なるが、見積もった全運用回数を変化させることで、ＭＶ－２２の提案

されている行動を文脈の中で捉えることができる。

　米海兵隊は、キャンプ富士や岩国飛行場（又は他の日本本土の基地）に

分遣展開される間、ＭＶ－２２中隊が１つ又はそれ以上の経路を毎日使用

することを見込んでいる。訓練案に基づくと、ＭＶ－２２乗員がそれぞれ

の経路に沿って飛行する年間運用回数は約５５回で､全経路で合計３３０

回と見込まれる。これは、全ての経路で平均２１％の運用が増加すること
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になる。ＭＶ－２２は、地上５００フィート以上の高度で、飛行モードに

より異なるが１ ２０～２５０ノットの速度で飛行する。訓練及び即応基準

を満たすには、ＭＶ－２２中隊は、これらの航法経路での訓練の２８％を

夕刻に、４％を夜間に実施する必要がある。
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２．２．２．５　嘉手納飛行場

　嘉手納飛行場は沖縄に位置し、太平洋地域で最も大きな米空軍基地で、

空軍最大の戦闘航空団である第１８航空団の本拠地である。第１８航空団

及び４０のテナント部隊は６つの空軍直轄部隊を代表しており、陸軍、海

軍及び海兵隊の部隊も駐屯している。基地の主要部分は４｡９３０エーカ

ーで、その他に６、２８０エーカーの弾薬庫エリアがあるため、施設全体

の面積は１ １、０００エーカーを超える（図２－１７）。嘉手納飛行場は、

並行する１２、１ ００フィート長の滑走路を２本、１、０００を超える建

築物、１、５５０の住宅関連建造物、１５の航空機保護格納庫、そして２

５の保安壁を持つ。

　嘉手納飛行場の現在め航空隊は、幅広い戦闘能力を示す。第１８航空団

は、Ｆ－１５Ｃ／Ｄ空対空戦闘機、ＫＣ－１３５空中給油機、Ｅ－３早期

警戒機上指揮統制機、ＨＨ－６０戦闘救難ヘリコプターを運用する。空軍

特殊作戦軍の第３５３特殊作戦団は、ＭＣ－１３０Ｐ及びＭＣ－１３０Ｈ

を使い、敵地又は拒否された海域において潜入、脱出、特殊部隊・装備の

補給を実施する。その他、同基地から運用される空軍航空機には、ＲＣ－

１ ３５偵察機、ＷＣ－１３５大気収集機が含まれる。また、海軍及び海兵

隊は、Ｐ－３偵察・対潜哨戒機及びＦＡ－１８の分隊をそれぞれ運用して

いる。これらの航空機は、年間何万回もの運用を実施している。

　ＭＶ－２２は、航空機又は兵士が使用する実弾を搭載するため、時々、

普天間飛行場から嘉手納飛行場までの短い距離（約４．５マイル）を飛行

することを予定している。搭載作業は、フライトラインから離れた既存の

認可区域で実施し、全ての安全手順を遵守する。ＭＶ－２２には、防護の

ため、リモコン操作ができる胴体部砲塔に７．６２闘口径ＧＡＵ－１７

小銃、タラップ部に装備可能な７．６ ２ｍｍ口径Ｍ２４０Ｄ機関銃及び０．

５インチロ径機関銃の３つが搭載されている。訓練所要に基づぐと、ＭＶ

－２２は平均月３回、これらの射撃訓練が必要とされている1．現在ＣＨ

－４６Ｅが実施しているように、ＭＶ－２２中隊は、許可された水域上の

射撃場で当該訓練を実施する。このようにして、中隊は、弾薬搭載のため

に､嘉手納飛行場にて年間約１、２００運用（着陸及び離陸）を実施する。

嘉手納の海兵航空連絡事務所での弾薬搭載はずっと少なく、年間２４回程

度の予定。ＣＨ－４６Ｅは、２つの小銃及び２つの０．５インチロ径機関

ｌ全ての射撃訓練は､当該行為が認可され､陸上から離れた場所に位置する水域上の“警戒'I

訓練地区で実施される。
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銃等ＭＶ－２２と同じ武器を装備。現在、ＣＨ－４６Ｅはこれらへの弾薬

搭載を同じロ径の弾薬を使用し実施しているため、海兵隊は、ＭＶ－２２

への換装により、嘉手納飛行場や弾薬が使用される認可射撃場に大きな変

化は生じないと考えている。年間１、２００～１、２５０回の運用は、飛

行場全運用の約５パーセントを占める。
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評価された資源

　大統領令第１ ２１１４号及び国防省指令第６０５０．７号「国防省によ

る主要な行為による海外での環境への影響」（２００４年）では、環境レ

ビューとは、合衆国外における国防省の行為に関する「重要な環境問題に

関する調査」で構成される。在日米軍施設・区域の環境に影響を与えるも

のの、日本は行為に関与していないため、国防省の構成員、本件では米海

兵隊が単独で環境レビューを準備する。国防省指令第６０５０．７号の要

請に基づき、本環境レビューは重要な環境問題を特定し、環境への潜在的

な重大な影響を検討しなければならない。検討では、合理的に入手可能な

環境に関する情報を考慮する必要がある。また、国外の環境に深刻な悪影

響を与えるかもしれない連邦政府の主要な行為を許可し、承認する際、国

防省当局が環境上考慮すべき点について知らされ、考慮できるよう、環境

レビューは､提案された行動の潜在的影響についても考慮しなければなら

ない。

　プロセスに関して、環境レビューは、１９６９年の国家環境政策法に基

づき準備される環境に関する文書とは多くの点で異なる。例えば、大統領

令第１ ２１１４号では、自然環境及び物理的環境が考慮されることが要求

されているが、社会的、経済的な環境等は除外されている。さらに、国家

環境政策法とは違い、大統領令第１ ２１１４号では、環境レビューのプロ

セスヘの住民参加や代替案の分析は必要とされていない。手に入る情報や

安全上の問題、あるいは外国との関係上の配慮等により、分析されるテー

マが制限されることもあり得る。

　重大な悪影響を与える潜在性を特定するための最も根本的な方法は､現

状の環境と、提案されている行動実施後の予想される状況とを比較するこ

とである。本環境レビューでは、現在の状況は、影響を受ける地域の今日

の自然的及び人的な環境を概して反映しているか､手に入る最大の情報に

近づけられるだけ近づけている。運用に関するデータについても、通常の

状況を示す最大限入手可能な全ての情報を表している。海兵隊飛行中隊は、

いかなる時でも､様々な理由により展開する可能性があるため（例:紛争、

人道支援及び訓練）､実際の運用回数はその年により異なる。したがって、

３年間又は４年間の平均値を使うことで、通常の状況を合理的に表す「現

状」が導き出される。

　影響のある環境を構成する基地や訓練場では、しばしば施設やインフラ
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に改善や改修を実施する。こうした進行中の活動は、程度の差はあるもの

の、日頃から状況を変化させる。したがって、現在の状況とは、既存施設

やインフラに加え､提案されている行動を海兵隊が実施するまでに存在す

るであろう承認された事業を含む、とある時点を反映したものである。

　一方、提案されている行動における自然環境及び人間環境は、単に、そ

の行為の具体的な構成要素が実施された際に生ずる状況から成り立って

いる。提案されている行動の状況と現状との比較は、影響を分析するため

の手段を提供する。

　内容に関して、環境レビューとは、重要な環境問題のみに関する集中的

な調査及び分析から成り立つもので、潜在的な問題全てを含めたり、対応

したりするものではない。環境レビューで示される情報は、情報の入手可

能性や機微さのために限定されたものでありうる｡環境レビューの内容に

は柔軟性があるが、行動、スケジュール並びに考慮された重要な環境問題

の特定に係る基本的な特性､影響があるのであればその低減策を記載しな

ければならない｡提案されている行動がそれぞれの場所でそれぞれに影響

を与えることから、本環境レビューでは表２－１３にあるように、しかる

べく資源を分析している。提案されている行動により影響を受ける６ケ所

において、異なる資源を４つのレペルに分析している。分析のレベルの割

り当ては、予期される環境問題の性質と関連している。詳細な分析では、

影響源について詳細に記載し、潜在的影響の総体的評価を示す。データが

ある場合は、提案されている行動と現状が量的に比較されている。提案さ

れている行動が環境に重大な影響を与える可能性に基づいて、資源を詳細

な分析に含めている。

i　　　　　　　Table 2-13，Re5our(eAnalysesand Affe(tedAreas
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　　「限られた」分析をされた資源は、当初、詳細な分析をしたものと同様

に評価された。しかしながら、これらの評価で、提案されている行動のい

かなる側面も重大な環境問題を引き起こす潜在性を示していなかった。し
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たがって、限られた分析については、ある場所（例：普天間飛行場）にお

ける資源の基本的特徴に関する簡単な記述を課し､なぜ影響が無いのかに

ついて合理的理由を示した。数量的データのサマリーは、それらが利用可

能であった場合、影響が無いことを説明する文脈を提供している。

　提案されている行動がーつの側面（すなわち航空機運用）のみに係わる

場所では、最小限の分析がなされている。それに加え、その側面が既存の

活動のほんの一部を構成し、潜在的影響は現状に包含されるか、それらに

比べて見劣りするものである。こうした地域や資源に関しては、環境レビ

ューは、これら状況や影響がないことの合理性を記述した単一のサマリー

を提示する。

　　「影響なし」と分類された資源については、提案されている行動が資源

と相互作用する可能性を欠くため､環境レビューでの更なる検討は必要と

されなかった。
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